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PDに関してはAN-R群の7％、AN-BP群の21％、BN-P群の14にクラスターAのPDを認めた。AN-R群の0％、AN-BP
群の26％、BN-P群の23％にクラスターBのPDを認めた。AN-R群の57％、AN-BP群の63％、BN-P群の59％にクラス
ターCのPDを認めた。クラスターCのPDと摂食障害の予後に有意な関連を認めた。 
〔考察〕パーソナリティー障害の存在は摂食障害の予後の悪さと関連し、従来の欧米の研究と一致した。以上
の研究結果は、わが国における摂食障害患者の転帰とパーソナリティー障害の関係に関して新しい知見をもた
らしたものであり、今後この領域の研究に寄与する点は少なくないと考えられる。よって本研究者は博士（医
学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
